地震を記すということ : 地震の社会学 ; 2 by 原田 隆司
はじ
め
に
地
球
上
の
日
本
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
地
震
の
発
生
頻
度
は
高
く
、
な
か
に
は
大
規
模
な
も
の
も
あ
る
。
私
た
ち
は
、
日
常
的
に
地
面
や
建
物
の
揺
れ
を
感
じ
、
稀
に
は
大
き
な
地
震
で
被
害
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
地
震
は
直
接
間
接
の
体
験
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
ま
た
、
明
治
以
降
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
で
観
測
さ
れ
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
記
憶
や
記
録
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
地
震
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
記
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
残
る
夥
し
い
数
の
地
震
史
料
の
う
ち
古
代
の
史
料
を
と
り
あ
げ
、
地
震
と
い
う
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
六
国
史
と
呼
ば
⑴
れ
る
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
た
史
料
を
と
お
し
て
考
え
て
み
た
い
。
一
、
六
国
史
の
世
界
（
一
│
一
）『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
地
震
日
本
に
お
け
る
地
震
に
関
す
る
最
古
の
記
事
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
三
（
允
恭
天
皇
）
と
さ
れ
て
い
る
。
【
一
】
日
本
書
紀
巻
第
十
三
允
恭
天
皇
五
年
五
年
秋
七
月
丙
子
朔
己
丑
、
地
震
。
あ
き
ふ
み
づ
き
ひ
の
え
ね
つ
い
た
ち
つ
ち
の
と
の
う
し
の
ひ
な
ゐ
ふ
五
年
の
秋
七
月
の
丙
子
の
朔
己
丑
に
、
地
震
る
。
ひ
の
え
ね
つ
ち
の
と
う
し
五
年
の
秋
七
月
の
丙
子
の
朔
己
丑
（
十
四
日
）
に
、
地
震
が
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
岩
波
書
店
）
で
は
「
地
震
の
記
事
の
初
見
。
ナ
ヰ
の
ナ
は
、
大
地
の
意
。
ヰ
は
、
し
っ
か
り
と
す
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
フ
ル
が
、
震
動
の
意
。
後
世
、
ナ
ヰ
が
地
震
の
意
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
誤
解
に
基
づ
く
」
と
い
う
註
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
允
恭
天
皇
五
年
は
西
暦
四
一
六
年
と
さ
れ
て
い
る
。
地
震
の
様
子
が
多
少
と
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
巻
第
二
十
二
（
推
古
天
皇
）
で
あ
る
。【
二
】
日
本
書
紀
巻
第
二
十
二
推
古
天
皇
七
年
七
年
夏
四
月
乙
未
朔
辛
酉
、
地
動
舍
屋
悉
破
。
則
令
二
四
方
一
、
俾
レ
祭
二
地
震
神
一
。
な
つ
う
づ
き
き
の
と
の
ひ
つ
じ
か
の
と
の
と
り
の
ひ
な
ゐ
ふ
や
か
ず
こ
と
ご
と
く
こ
ほ
す
な
は
よ
も
七
年
の
夏
四
月
の
乙
未
の
朔
辛
酉
に
、
地
動
り
て
舍
屋
悉
に
破
た
れ
ぬ
。
即
ち
四
方
の
り
ご
と
な
ゐ
か
み
い
の
に
令
し
て
、
地
震
の
神
を
祭
ら
し
む
。
き
の
と
の
ひ
つ
じ
か
の
と
の
と
り
七
年
の
夏
四
月
の
乙
未
の
朔
辛
酉
（
二
十
七
日
）
に
、
地
震
が
あ
り
、
家
屋
が
こ
と
ご
と
な
い
か
み
く
壊
れ
た
。
そ
こ
で
全
国
に
命
じ
て
、
地
震
の
神
を
祭
ら
せ
た
。
推
古
天
皇
七
年
は
、
西
暦
五
九
九
年
と
さ
れ
て
い
る
。「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
）
で
は
、
こ
の
「
地
動
」
に
「
ナ
ヰ
は
ナ
（「
地
」
の
古
語
）
ヰ
（
居
）
で
、
地
盤
の
意
、
フ
ル
は
振
動
。
地
震
で
ゆ
れ
る
意
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。
地
震
を
記
す
と
い
う
こ
と
│
│
地
震
の
社
会
学
（
二
）
│
│
原
田
隆
司
（１）
白
川
静
は
『
字
訓
』
の
「
振
・
震
」
の
項
目
に
こ
の
部
分
を
引
用
し
、「
ふ
る
」
と
い
う
日
本
語
は
、
漢
字
で
は
震
、
振
と
表
記
さ
れ
る
が
、「
小
さ
く
ふ
り
動
か
す
。
ゆ
り
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
命
力
が
め
ざ
め
、
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
震
の
字
へ
き
れ
き
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
劈
歴
、
物
を
振
は
す
者
な
り
」
と
あ
り
、
震
電
を
指
す
字
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
地
震
の
字
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
震
電
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
か
み
な
り
と
い
な
ず
ま
。
い
な
ず
ま
が
光
り
か
み
な
り
が
鳴
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
二
件
を
含
め
て
『
日
本
書
紀
』
に
は
地
震
の
記
事
が
二
五
件
あ
る
（
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
二
一
四
）。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
【
一
】
の
よ
う
に
、
何
日
に
地
震
が
あ
っ
た
、
と
い
う
だ
け
の
記
述
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
書
紀
だ
け
で
な
く
、
後
に
み
る
六
国
史
の
残
り
の
五
点
も
編
年
体
で
あ
り
、
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
が
日
付
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
【
二
】
の
よ
う
に
地
震
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
他
に
二
か
所
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
天
武
天
皇
七
年
（
西
暦
六
八
七
年
）
十
二
月
の
筑
紫
国
の
地
震
で
あ
る
。
【
三
】
日
本
書
紀
巻
第
二
十
九
天
武
天
皇
七
年
十
二
月
是
月
、
筑
紫
國
大
地
動
之
。
地
裂
廣
二
丈
、
長
三
千
餘
丈
。
百
姓
舍
屋
、
毎
レ
村
多
仆
壤
。
是
時
、
百
姓
一
家
有
二
岡
上
一
。
當
二
于
地
動
夕
一
、
以
岡
崩
處
遷
。
然
家
既
全
、
而
無
二
破
壤
一
。
家
人
不
レ
知
二
岡
崩
家
避
一
。
但
會
明
後
、
知
以
大
驚
焉
。
こ
つ
き
つ
く
し
の
く
に
お
ほ
な
ゐ
ふ
つ
ち
さ
ひ
ろ
ふ
た
つ
ゑ
な
が
み
ち
つ
ゑ
あ
ま
り
是
の
月
に
、
筑
紫
國
、
大
き
に
地
動
る
。
地
裂
く
る
こ
と
廣
さ
二
丈
、
長
さ
三
千
餘
丈
。
お
ほ
み
た
か
ら
や
か
ず
む
ら
ご
と
お
ほ
た
ふ
や
ぶ
と
き
あ
る
い
へ
を
か
う
へ
あ
百
姓
の
舍
屋
、
村
毎
に
多
く
仆
れ
壤
れ
た
り
。
是
の
時
に
、
百
姓
の
一
家
、
岡
の
上
に
有
り
。
な
ゐ
ふ
よ
ひ
あ
た
く
づ
と
こ
ろ
う
つ
い
へ
す
で
ま
た
や
ぶ
地
動
る
夕
に
當
り
て
、
岡
崩
れ
て
處
遷
れ
り
。
然
れ
ど
も
家
既
に
全
く
し
て
、
破
壤
る
る
こ
な
ひ
と
さ
し
た
だ
あ
け
ぼ
の
の
ち
と
無
し
。
家
の
人
、
岡
の
崩
れ
て
家
の
避
れ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
但
し
會
明
の
後
に
、
知
り
て
お
ど
ろ
大
き
に
驚
く
。
こ
の
月
に
、
筑
紫
国
で
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
地
が
幅
二
丈
、
長
さ
三
千
余
丈
に
わ
た
っ
お
お
み
た
か
ら
て
裂
け
、
百
姓
の
家
が
い
た
る
と
こ
ろ
の
村
々
で
数
多
く
倒
壊
し
た
。
こ
の
と
き
、
岡
の
上
に
あ
っ
た
あ
る
百
姓
の
家
は
、
地
震
の
夜
に
岡
が
崩
れ
、
違
っ
た
場
所
に
動
い
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
家
は
無
事
で
、
こ
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
家
の
人
は
、
岡
が
崩
れ
、
家
が
動
い
た
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
夜
が
明
け
て
か
ら
そ
れ
を
知
っ
て
、
た
い
へ
ん
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。
一
丈
は
十
尺
で
、
当
時
の
一
尺
は
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
で
あ
る
（
井
上
光
貞
他
『
律
令
』
四
七
五
）。
大
地
の
裂
け
目
は
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
九
キ
ロ
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
か
所
は
、
同
じ
く
巻
第
二
十
九
の
天
武
天
皇
十
三
年
（
西
暦
六
八
四
年
）
十
月
で
あ
る
。
【
四
】
日
本
書
紀
巻
二
十
九
天
武
天
皇
十
三
年
十
月
壬
辰
、
逮
二
于
人
定
一
、
大
地
震
。
擧
レ
國
男
女
叫
唱
、
不
知
東
西
。
則
山
崩
河
涌
。
諸
國
郡
官
舍
、
及
百
姓
倉
屋
、
寺
塔
神
社
、
破
壤
之
類
、
不
レ
可
二
勝
數
一
。
由
レ
是
、
人
民
及
六
畜
、
多
死
傷
之
。
時
伊
豫
湯
泉
、
没
而
不
レ
出
。
土
左
國
田
菀
五
十
餘
萬
頃
没
為
レ
海
。
古
老
曰
、
若
レ
是
地
動
、
未
二
曾
有
一
也
。
み
づ
の
え
た
つ
の
ひ
ゐ
の
と
き
い
た
お
ほ
な
ゐ
ふ
く
に
こ
ぞ
を
の
こ
め
の
こ
さ
け
よ
ば
ま
ど
壬
辰
に
、
人
定
に
逮
り
て
、
大
き
に
地
震
る
。
國
擧
り
て
男
女
叫
び
唱
ひ
て
、
不
知
東
西
す
な
は
や
ま
く
づ
か
は
わ
く
に
ぐ
に
こ
ほ
り
つ
か
さ
や
か
ず
お
よ
お
ほ
み
た
か
ら
く
ら
て
ら
や
し
ろ
や
ぶ
ひ
ぬ
。
則
ち
山
崩
れ
河
涌
く
。
諸
國
の
郡
の
官
舍
、
及
び
百
姓
の
倉
屋
、
寺
塔
神
社
、
破
壤
れ
た
ぐ
ひ
あ
げ
か
ぞ
こ
れ
よ
お
ほ
み
た
か
ら
む
く
さ
の
け
も
の
さ
は
そ
こ
な
と
き
し
類
、
勝
て
數
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
に
由
り
て
、
人
民
及
び
六
畜
、
多
に
死
傷
は
る
。
時
に
い
よ
の
ゆ
う
も
い
と
さ
の
く
に
た
は
た
け
い
そ
よ
ろ
づ
し
ろ
あ
ま
り
う
も
う
み
な
お
い
ひ
と
伊
豫
湯
泉
、
没
れ
て
出
で
ず
。
土
左
國
の
田
菀
五
十
餘
萬
頃
、
没
れ
て
海
と
為
る
。
古
老
の
曰
か
く
ご
と
な
ゐ
ふ
い
ま
む
か
し
あ
は
く
、「
是
の
如
く
地
動
る
こ
と
、
未
だ
曾
よ
り
有
ら
ず
」
と
い
ふ
。
み
ず
の
え
た
つ
い
の
と
き
壬
辰
（
十
四
日
）
に
、
人
定
（
午
後
十
時
ご
ろ
）
に
な
っ
て
大
き
な
地
震
が
お
こ
り
、
国
中
の
男
女
が
叫
び
あ
い
、
逃
げ
ま
ど
っ
た
。
山
は
崩
れ
、
川
は
わ
き
か
え
り
、
諸
国
の
国
郡
の
庁
お
お
み
た
か
ら
お
お
み
た
か
ら
舎
、
百
姓
の
家
屋
や
倉
庫
、
寺
院
・
神
社
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
数
知
れ
ず
、
人
民
や
家
畜
も
い
よ
の
ゆ
と
さ
の
く
に
多
く
死
傷
し
た
。
こ
の
と
き
、
伊
予
温
泉
（
道
後
温
泉
）
が
埋
も
れ
て
出
な
く
な
り
、
土
左
国
し
ろ
で
は
田
五
十
余
万
頃
（
約
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
海
に
没
し
た
。
古
老
は
、「
こ
の
よ
う
な
地
震
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
言
っ
た
。
「
未
曾
有
也
」
と
い
う
古
老
の
言
葉
を
含
め
て
、
現
在
の
私
た
ち
も
想
像
で
き
る
大
き
な
地
震
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
一
│
二
）
六
国
史
の
編
纂
方
法
『
日
本
書
紀
』
と
、
そ
れ
に
続
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
続
日
本
後
紀
』
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三
代
実
録
』
は
「
勅
撰
の
正
史
」
と
し
て
六
国
史
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
太
郎
は
、
そ
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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八
世
紀
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
、
律
令
政
治
の
は
な
や
か
な
時
代
の
政
府
の
権
威
を
負
っ
て
撰
修
せ
ら
れ
た
。（
中
略
）
撰
者
に
は
首
班
と
し
て
皇
族
か
大
臣
が
あ
た
り
、
そ
の
下
に
才
能
の
す
ぐ
れ
た
高
級
官
僚
と
当
代
一
流
の
学
者
と
が
え
ら
ば
れ
、
撰
修
の
役
所
と
し
て
は
、
撰
日
本
紀
所
ま
た
は
撰
国
史
所
と
い
う
部
局
が
政
府
内
に
設
け
ら
れ
た
。
材
料
は
図
書
寮
で
筆
録
せ
ら
れ
た
記
録
や
、
式
部
省
で
撰
修
し
た
功
臣
の
伝
記
を
用
い
た
ほ
か
、
そ
の
時
に
応
じ
て
必
要
な
史
料
を
政
府
の
命
を
も
っ
て
提
出
さ
せ
も
し
た
。
す
べ
て
は
、
時
の
政
府
の
力
に
よ
っ
て
で
き
た
史
書
で
あ
っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
官
撰
の
史
書
で
あ
る
（
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
三
）。
さ
ら
に
、
坂
本
に
よ
れ
ば
、
選
者
に
よ
る
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
六
国
史
は
単
な
る
「
記
録
」
な
の
で
は
な
く
、
文
学
的
名
作
品
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
。「
史
実
の
取
捨
選
択
」
と
と
も
に
、
文
に
「
潤
色
改
刪
」
が
施
さ
れ
、「
そ
の
過
程
に
お
い
て
文
学
的
要
素
の
加
わ
る
余
地
を
開
い
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
事
実
を
挙
示
し
、
精
神
を
高
揚
す
る
た
め
に
、
文
を
練
り
辞
を
修
し
、
そ
の
書
に
よ
っ
て
後
世
の
今
を
見
る
こ
と
、
な
お
今
の
昔
を
み
る
よ
う
に
し
た
い
と
、
読
者
の
理
解
と
共
感
を
求
め
た
の
で
あ
る
（
坂
本
太
郎
「
六
国
史
の
文
学
性
」
三
二
六
）。
六
国
史
は
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
。
撰
修
に
要
し
た
期
間
、
最
終
的
に
編
纂
さ
れ
た
年
、
対
象
に
な
っ
て
い
る
年
代
と
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
撰
修
期
間
完
成
年
対
象
と
す
る
年
代
日
本
書
紀
三
九
年
養
老
四
年
（
七
二
〇
年
）
神
代
│
六
九
七
年
続
日
本
紀
三
三
年
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
年
）
六
九
七
年
│
七
九
一
年
日
本
後
紀
二
一
年
承
和
七
年
（
八
四
〇
年
）
七
九
一
年
│
八
三
三
年
続
日
本
後
紀
一
四
年
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
年
）
八
三
三
年
│
八
五
〇
年
日
本
文
徳
天
皇
実
録
八
年
元
慶
三
年
（
八
七
九
年
）
八
五
〇
年
│
八
五
八
年
日
本
三
代
実
録
八
年
延
喜
元
年
（
九
〇
一
年
）
八
五
八
年
│
八
八
七
年
（
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
よ
り
）
『
続
日
本
紀
』
で
は
、
完
成
時
か
ら
計
算
す
れ
ば
、
お
よ
そ
百
年
前
の
こ
と
か
ら
記
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
後
紀
』
で
も
五
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
か
ら
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
記
録
を
基
に
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
「
勅
撰
の
正
史
」
と
し
て
長
い
期
間
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
時
の
政
府
の
力
に
よ
っ
て
」
作
り
上
げ
ら
れ
た
世
界
で
あ
る
。
（
一
│
三
）
雨
、
旱
、
風
、
地
震
│
『
続
日
本
紀
』
よ
り
こ
こ
で
『
続
日
本
紀
』
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。『
続
日
本
紀
』
は
「『
日
本
書
紀
』
の
あ
と
を
う
け
て
、
六
九
七
年
か
ら
七
九
一
年
ま
で
の
九
十
五
年
に
わ
た
る
歴
史
を
記
述
し
た
」
正
史
で
あ
る
。「
万
葉
歌
群
の
背
景
、
律
令
の
実
施
状
況
、
そ
し
て
古
文
書
一
通
一
通
の
持
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
、
奈
良
時
代
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
史
料
」
で
あ
る
（
青
木
和
夫
「
続
日
本
紀
へ
の
招
待
」
四
）。
【
五
】
続
日
本
紀
巻
十
一
天
平
六
年
（
七
三
四
年
）
四
月
○
夏
四
月
甲
午
、
免
二
河
内
国
安
宿
・
大
県
・
志
紀
三
郡
今
年
田
租
一
。
以
レ
供
二
竹
原
井
頓
宮
一
也
。
○
戊
戌
、
地
大
震
、
壊
二
天
下
百
姓
廬
舎
一
。
圧
死
者
多
。
山
崩
川
擁
、
地
往
々
 
裂
、
不
レ
可
二
勝
数
一
。
○
癸
卯
、
遣
二
使
畿
内
七
道
諸
国
一
、
検
下│
看
被
二
地
震
一
神
社
上
。
○
戊
申
、
詔
曰
、
今
月
七
日
、
地
震
殊
レ
常
。
恐
動
二
山
陵
一
。
宜
下
遣
二
諸
王
・
真
人
一
、
副
二
土
師
宿
禰
一
人
一
、
検
中│
看
諱
所
八
処
及
有
レ
功
王
之
墓
上
。」
又
詔
曰
、
地
震
之
災
、
恐
由
二
政
事
有
一レ
闕
。
凡
厥
庶
寮
勉
理
レ
職
理
レ
事
。
自
レ
今
以
後
、
若
不
二
改
励
一
、
随
二
其
状
迹
一
、
必
将
二
貶
黜
一
焉
。
○
壬
子
、
遣
二
使
於
京
及
畿
内
一
、
問
三
百
姓
所
二
疾
苦
一
。
詔
曰
、
比
日
、
天
地
之
災
、
有
レ
異
二
於
常
一
。
思
、
朕
撫
育
之
化
、
於
二
汝
百
姓
一
有
レ
所
闕
失
一
歟
。
今
故
、
発
二│
遣
使
者
一
、
問
二
其
疾
苦
一
。
宜
レ
知
二
朕
意
一
焉
。」
諸
道
節
度
使
事
既
訖
。
於
レ
是
、
令
三
国
司
主
典
已
上
掌
二│
知
其
事
一
。
か
ふ
ち
あ
す
か
へ
お
ほ
が
た
し
き
こ
と
し
で
ん
そ
ゆ
る
た
か
は
ら
ゐ
の
か
り
み
や
○
夏
四
月
甲
午
、河
内
国
安
宿
・
大
県
・
志
紀
の
三
郡
に
今
年
の
田
租
を
免
す
。竹
原
井
頓
宮
つ
か
へ
ま
つ
も
ち
な
ゐ
お
ほ
ふ
あ
め
の
し
た
は
く
せ
い
い
ほ
や
こ
ほ
あ
ふ
し
に
供
れ
る
を
以
て
な
り
。
○
戊
戌
、
地
大
き
に
震
り
て
、
天
下
の
百
姓
の
廬
舍
を
壊
つ
。
圧
死
ひ
と
お
ほ
や
ま
く
づ
か
は
ふ
さ
が
つ
ち
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
さ
あ
か
ぞ
せ
る
者
多
し
。
山
崩
れ
川
擁
り
、
地
往
々
 
裂
く
る
こ
と
、
勝
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
○
癸
つ
か
ひ
き
な
い
し
ち
だ
う
く
に
ぐ
に
つ
か
は
な
ゐ
か
が
ふ
か
む
や
し
ろ
か
む
が
み
卯
、
使
を
畿
内
・
七
道
の
諸
国
に
遣
し
て
、
地
震
を
被
り
し
神
社
を
検
へ
看
し
む
。
○
戊
申
、
原田 隆司：地震を記すということ（３）
み
こ
と
の
り
の
た
ま
な
ゐ
つ
ね
こ
と
お
そ
み
さ
さ
ぎ
う
ご
か
詔
し
て
曰
は
く
、「
今
月
七
日
の
地
震
は
常
に
殊
な
り
。
恐
る
ら
く
は
、
山
陵
を
動
さ
む
こ
し
よ
わ
う
ま
ひ
と
つ
か
は
は
じ
そ
み
さ
さ
ぎ
い
さ
を
お
ほ
き
み
お
く
つ
き
と
を
。
諸
王
・
真
人
を
遣
し
、
土
師
宿
禰
一
人
を
副
へ
て
、
諱
所
八
処
と
、
功
有
り
し
王
の
墓
か
む
が
み
み
こ
と
の
り
の
た
ま
な
ゐ
わ
ざ
は
ひ
お
そ
と
を
検
へ
看
し
む
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
ま
た
、
詔
し
て
曰
は
く
、「
地
震
ふ
る
災
は
、
恐
る
ま
つ
り
ご
と
か
よ
お
ほ
よ
そ
も
ろ
も
ろ
つ
か
さ
つ
と
し
き
を
さ
こ
と
ら
く
は
政
事
に
闕
け
た
る
こ
と
有
る
に
由
ら
む
。
凡
そ
厥
の
庶
の
寮
、
勉
め
て
職
を
理
め
事
を
を
さ
い
ま
の
ち
も
あ
ら
た
は
げ
あ
り
さ
ま
し
た
が
か
な
ら
し
り
ぞ
理
め
よ
。
今
よ
り
以
後
、
若
し
改
め
励
ま
ず
は
、
そ
の
状
迹
に
随
ひ
て
必
ず
貶
黜
け
む
」
と
の
つ
か
ひ
き
や
う
き
な
い
つ
か
は
は
く
せ
い
く
る
と
こ
ろ
と
み
こ
と
の
り
た
ま
ふ
。
○
壬
子
、
使
を
京
と
畿
内
と
に
遣
し
て
、
百
姓
の
疾
苦
し
む
所
を
問
は
し
む
。
詔
の
た
ま
こ
の
こ
ろ
あ
め
つ
ち
わ
ざ
は
ひ
つ
ね
こ
と
お
も
わ
ふ
い
く
お
も
ぶ
け
し
て
曰
は
く
、「
比
日
、
天
地
の
災
、
常
に
異
な
る
こ
と
有
り
。
思
ふ
に
、
朕
が
撫
育
の
化
、
な
む
ち
は
く
せ
い
く
ゑ
つ
し
つ
と
こ
ろ
い
ま
こ
と
さ
ら
つ
か
ひ
は
つ
け
ん
く
る
し
み
と
汝
百
姓
に
闕
失
せ
る
所
有
ら
む
か
。
今
故
に
使
者
を
発
遣
し
て
、
そ
の
疾
苦
を
問
は
し
む
。
わ
こ
こ
ろ
し
し
よ
だ
う
せ
つ
ど
し
こ
と
す
で
を
は
こ
こ
こ
く
し
さ
う
く
わ
ん
朕
が
意
を
知
る
べ
し
」と
の
た
ま
ふ
。
諸
道
の
節
度
使
の
事
、
既
に
訖
り
ぬ
。
是
に
、
国
司
主
典
こ
と
つ
か
さ
ど
し
已
上
を
し
て
そ
の
事
を
掌
り
知
ら
し
む
。あ
す
か
べ
夏
四
月
甲
午
（
三
日
）。
河
内
の
国
の
安
宿
・
大
県
・
志
紀
三
郡
の
今
年
の
田
租
を
免
除
し
た
。（
前
月
に
天
皇
が
宿
泊
し
た
）
竹
原
井
頓
宮
に
仕
え
た
か
ら
で
あ
る
。
戊
戌
（
七
日
）。
大
ろ
し
ゃ
き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
天
下
の
人
々
の
廬
舎
が
壊
れ
、
圧
死
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
山
は
崩
れ
川
は
ふ
さ
が
り
、
地
割
れ
が
往
々
に
し
て
お
こ
り
、
そ
の
数
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
癸
卯
（
十
二
日
）。
使
者
を
畿
内
七
道
諸
国
に
派
遣
し
て
、
地
震
で
被
害
を
受
け
た
神
社
を
調
査
さ
せ
た
。
戊
申
（
十
七
日
）。
天
皇
が
詔
し
た
。「
今
月
七
日
の
地
震
は
、
普
通
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
山
陵
に
被
害
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
諸
王
や
真
人
に
土
師
宿
禰
一
人
を
副
え
て
派
遣
し
、
天
皇
陵
八
ヵ
所
と
、
功
の
あ
っ
た
王
の
墓
を
検
査
さ
せ
よ
」。
ま
た
次
の
よ
う
に
詔
し
た
。「
地
震
の
災
難
は
、
お
そ
ら
く
政
治
に
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
諸
官
司
は
そ
の
職
務
の
遂
行
に
勉
め
よ
。
今
後
、
も
し
心
を
入
れ
か
え
て
は
げ
ま
な
け
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
必
ず
官
位
を
お
と
す
で
あ
ろ
う
。
壬
子
（
二
十
一
日
）。
使
者
を
京
お
よ
び
畿
内
に
派
遣
し
て
、
人
々
の
な
や
み
苦
し
む
と
こ
ろ
を
問
わ
せ
た
。
天
皇
は
詔
し
た
。「
こ
の
ご
ろ
の
天
地
の
災
難
は
、
異
常
で
あ
る
。
思
う
に
、
朕
が
い
つ
く
し
み
育
て
て
徳
化
す
る
こ
と
が
、
汝
ら
に
つ
い
て
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
い
ま
使
者
を
遣
わ
し
て
、
汝
ら
の
な
や
み
苦
し
む
と
こ
ろ
を
問
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
朕
の
心
を
よ
く
理
解
せ
よ
」。
諸
道
節
度
使
の
任
務
は
既
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
国
さ
か
ん
司
の
主
典
以
上
に
節
度
使
の
任
務
を
掌
握
し
管
轄
さ
せ
た
。
こ
れ
は
地
震
の
被
害
と
、
朝
廷
の
対
応
、
そ
し
て
天
皇
の
こ
と
ば
で
あ
る
詔
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
さ
て
、
星
野
聰
・
村
尾
義
和
『
続
日
本
紀
総
索
引
』
を
用
い
て
数
え
て
み
る
と
、『
続
日
本
紀
』
に
は
、
地
震
の
記
事
は
、「
震
」
を
用
い
た
も
の
が
八
七
件
、「
動
」
を
用
い
た
も
の
が
六
件
、
あ
わ
せ
て
九
三
件
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
引
用
の
よ
う
に
被
害
を
含
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
六
件
に
と
ど
ま
る
。
他
は
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
引
用
し
た
【
一
】
の
よ
う
に
、
た
な
ゐ
ふ
る
だ
「
地
震
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
『
続
日
本
紀
』
か
ら
、
べ
つ
の
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
【
六
】
続
日
本
紀
巻
第
六
霊
亀
元
年
（
七
一
五
年
）
五
月
│
七
月
○
丙
午
、
参
河
国
地
震
。
壊
二
正
倉
卌
七
一
。
又
百
姓
廬
舎
、
往
々
陥
没
。
○
庚
戌
、
移
二
相
模
・
上
総
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
六
国
富
民
千
戸
一
、
配
二
陸
奥
一
焉
。
○
六
月
甲
寅
、
一
品
長
親
王
薨
。
天
武
天
皇
第
四
之
皇
子
也
。
○
庚
申
、
開
二
大
倭
国
都
祁
山
之
道
一
。
○
壬
戌
、
太
政
官
奏
、
懸
像
失
レ
度
、
亢
旱
弥
レ
旬
。
恐
東
皋
不
レ
耕
、
南
畝
損
レ
稼
。
昔
者
、
周
王
遇
レ
旱
、
有
二
雲
漢
之
詩
一
。
漢
帝
祈
レ
雨
、
興
二
改
元
之
詔
一
。
人
君
之
願
、
載
感
二
上
天
一
。
請
、
奉
二
幣
帛
一
、
祈
二
於
諸
社
一
、
使
二
民
有
一レ
年
。
誰
知
二
尭
力
一
。
○
癸
亥
、
設
二│
斎
於
弘
福
・
法
隆
二
寺
一
。」
詔
、
遣
レ
使
奉
二
幣
帛
于
諸
社
一
、
祈
二
雨
于
名
山
大
川
一
。
於
レ
是
、
未
レ
経
二
数
日
一
、
澍
雨
滂
沱
。
時
人
以
為
、
聖
徳
感
通
所
レ
致
焉
。
因
賜
二
百
官
人
禄
一
各
有
レ
差
。
○
丁
卯
、
諸
国
人
廿
戸
、
移
二│
附
京
職
一
。
由
二
殖
貨
一
也
。
○
秋
七
月
庚
辰
朔
、
日
有
レ
蝕
之
。
○
己
丑
、
地
震
。」
行
二│
幸
甕
原
離
宮
一
。」
賜
二
従
五
位
下
紀
朝
臣
浄
人
数
人
穀
百
石
一
。
優
二
学
士
一
也
。
み
か
は
な
ゐ
し
や
う
さ
う
こ
ほ
は
く
せ
い
い
ほ
や
お
ほ
お
ち
い
○
丙
午
、
参
河
国
に
地
震
ふ
る
。
正
倉
卌
七
を
壊
つ
。
ま
た
、
百
姓
の
廬
舎
、
往
々
く
陥
り
し
づ
さ
が
み
か
み
つ
ふ
さ
ひ
た
ち
か
み
つ
け
の
む
ざ
し
し
も
つ
け
の
と
た
み
う
つ
没
む
。
○
庚
戌
、
相
模
・
上
総
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
の
六
国
の
富
め
る
民
千
戸
を
移
み
ち
の
お
く
お
な
が
の
み
こ
こ
う
て
ん
む
て
ん
わ
う
み
こ
し
て
、
陸
奥
に
配
く
。
○
六
月
甲
寅
、
一
品
長
親
王
薨
し
ぬ
。
天
武
天
皇
の
第
四
の
皇
子
な
や
ま
と
つ
げ
み
ち
だ
い
じ
や
う
ぐ
わ
ん
そ
う
け
ん
ざ
う
ど
り
。
○
庚
申
、
大
倭
国
の
都
祁
山
の
道
を
開
く
。
○
壬
戌
、
太
政
官
奏
す
ら
く
、「
懸
像
度
を
う
し
な
か
う
か
ん
じ
ゆ
ん
わ
た
お
そ
と
う
か
う
た
が
へ
な
む
ほ
み
の
り
そ
こ
な
失
ひ
て
、
亢
旱
旬
に
弥
る
。
恐
る
ら
く
は
、
東
皋
耕
さ
ず
、
南
畝
稼
を
損
ふ
こ
と
を
。
む
か
し
し
う
わ
う
ひ
で
り
あ
う
ん
か
ん
し
か
ん
て
い
い
の
か
い
ぐ
ゑ
ん
み
こ
と
の
り
お
こ
昔
者
、
周
王
、
旱
に
遇
ひ
て
雲
漢
の
詩
有
り
き
。
漢
帝
、
雨
を
祈
り
て
改
元
の
詔
を
興
し
き
。
ひ
と
の
き
み
ね
が
ひ
す
な
は
し
や
う
て
ん
か
む
こ
み
て
ぐ
ら
た
て
ま
つ
も
ろ
も
ろ
の
や
し
ろ
い
の
た
み
人
君
の
願
は
、
載
ち
上
天
に
感
ぜ
し
む
。
請
ふ
、
幣
帛
を
奉
り
て
諸
社
に
祈
り
、
民
を
し
み
の
り
た
れ
げ
う
ち
か
ら
し
ぐ
ふ
く
ほ
う
り
う
て
年
有
ら
し
め
む
こ
と
を
。
誰
か
尭
の
力
を
知
ら
む
」
と
ま
う
す
。
○
癸
亥
、
弘
福
・
法
隆
の
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を
が
み
つ
か
ひ
つ
か
は
み
て
ぐ
ら
め
い
さ
ん
た
い
せ
ん
こ
二
寺
に
設
斎
す
。
詔
し
て
、
使
を
遣
し
て
、
幣
帛
を
諸
社
に
奉
り
て
、
雨
を
名
山
大
川
に
祈
は
こ
こ
へ
じ
ゆ
う
ば
う
だ
お
も
せ
い
と
く
か
む
つ
う
し
め
た
ま
ふ
。
是
に
数
日
を
経
ず
し
て
澍
雨
滂
沱
な
り
。
時
の
人
以
為
へ
ら
く
、「
聖
徳
感
通
い
た
よ
り
ひ
や
く
く
わ
ん
に
ん
ろ
く
た
ま
お
の
お
の
し
な
く
に
ぐ
に
し
て
致
せ
る
な
り
」と
お
も
へ
り
。
因
て
百
官
人
に
禄
賜
ふ
こ
と
各
差
有
り
。
○
丁
卯
、
諸
国
ひ
と
き
や
う
し
き
う
つ
つ
し
よ
く
く
わ
よ
ひ
は
の
人
廿
戸
を
京
職
に
移
し
附
く
。
殖
貨
に
由
り
て
な
り
。
○
秋
七
月
庚
辰
の
朔
、
日
蝕
ゆ
る
こ
な
ゐ
み
か
の
は
ら
の
と
つ
み
や
み
ゆ
き
き
き
よ
ひ
と
と
有
り
。
○
己
丑
。
地
震
ふ
る
。
甕
原
離
宮
に
行
幸
し
た
ま
ふ
。
従
五
位
下
紀
朝
臣
浄
人
数
人
も
み
ふ
み
は
か
せ
め
ぐ
に
穀
百
石
を
賜
ふ
。
学
士
を
優
ま
む
と
な
り
。
﹇
五
月
﹈
丙
午
（
二
十
六
日
）。
参
河
国
に
地
震
が
あ
り
、
正
倉
（
田
租
の
稲
な
ど
を
納
め
る
ろ
し
ゃ
倉
）
が
四
十
七
棟
倒
壊
し
た
。
ま
た
人
民
の
廬
舎
（
粗
末
な
建
物
）
も
あ
ち
こ
ち
で
陥
没
し
か
ず
さ
た
。
庚
戌
（
三
十
日
）。
相
模
・
上
総
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
の
六
国
の
富
裕
な
民
千
戸
を
陸
奥
国
に
移
し
置
い
た
。
六
月
甲
寅
（
四
日
）。
一
品
の
長
親
王
が
薨
じ
た
。
天
武
天
皇
つ
げ
の
第
四
の
皇
子
で
あ
る
。
庚
申
（
十
日
）。
大
倭
国
の
都
祁
の
山
道
を
開
い
た
。
壬
戌
（
十
二
日
）。
太
政
官
が
次
の
よ
う
に
天
皇
に
奏
上
し
た
。「
日
月
の
運
行
が
普
通
で
は
な
く
、
ひ
で
り
が
旬
日
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
こ
の
ま
ま
で
は
田
畑
を
耕
作
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
収
穫
に
も
損
害
が
で
る
で
し
ょ
う
。
昔
、
周
王
は
ひ
で
り
に
あ
っ
て
﹇
雨
を
祈
り
、
こ
れ
を
称
え
じ
ょ
う
し
ゅ
く
て
大
夫
仍
叔
は
﹈
雲
漢
の
詩
を
作
り
ま
し
た
。
漢
帝
は
雨
を
乞
う
た
め
に
年
号
を
改
め
る
詔
を
出
し
て
い
ま
す
。
人
に
君
と
し
て
臨
む
も
の
の
願
い
は
、
す
な
わ
ち
上
天
（
天
帝
）
を
感
応
さ
み
て
ぐ
ら
せ
ま
す
。
幣
帛
を
諸
神
社
に
奉
納
し
て
（
雨
を
）
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
々
に
稔
り
を
得
ぎ
ょ
う
さ
せ
る
な
ら
ば
、
誰
が
（
そ
れ
を
）
聖
天
子
尭
（
の
よ
う
な
陛
下
）
の
お
力
と
知
り
ま
し
ょ
う
ぐ
ふ
く
ほ
う
え
か
。
癸
亥
（
十
三
日
）。
弘
福
・
法
隆
の
二
寺
に
法
会
を
催
し
て
食
事
を
供
し
た
。（
先
に
天
皇
の
）
詔
が
あ
っ
て
諸
神
社
に
使
者
を
遣
わ
し
て
幣
帛
を
奉
納
し
、
名
山
・
大
川
に
雨
乞
い
を
し
た
。
そ
う
す
る
と
こ
こ
に
数
日
を
経
ず
し
て
時
節
に
か
な
っ
た
恵
み
の
雨
が
た
っ
ぷ
り
降
っ
た
。
世
間
で
は
天
子
の
徳
に
天
が
感
応
し
た
た
め
に
こ
う
な
っ
た
の
で
あ
る
と
思
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
て
の
官
人
た
ち
に
身
分
に
応
じ
て
禄
を
授
け
た
。
丁
卯
（
十
七
日
）。
諸
国
の
人
、
二
十
戸
を
（
京
に
移
し
）
戸
籍
を
京
職
に
附
け
た
。
銭
を
ふ
や
す
の
に
秀
で
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
秋
七
月
庚
辰
朔
。
日
蝕
が
あ
っ
た
。
己
丑
（
十
日
）。
地
震
が
あ
っ
た
。（
天
皇
が
）
み
か
の
は
ら
き
よ
ひ
と
甕
原
離
宮
に
行
幸
し
た
。
従
五
位
下
の
紀
朝
臣
浄
人
ら
数
人
に
穀
百
斛
を
賜
わ
っ
た
。
学
士
（
学
問
に
優
れ
た
者
）
を
優
遇
す
る
た
め
で
あ
る
。
五
月
か
ら
七
月
の
初
め
ま
で
の
記
述
で
あ
る
。
参
河
国
で
の
地
震
発
生
と
被
害
、
陸
奥
に
対
す
ひ
で
り
る
施
策
、
官
司
の
死
亡
記
事
、
道
路
の
建
設
、
太
政
官
か
ら
天
皇
へ
旱
の
こ
と
が
奏
上
さ
れ
神
社
へ
奉
納
を
し
、
祈
祷
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
雨
が
降
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
受
け
て
官
人
に
禄
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
専
門
家
を
登
用
し
た
こ
と
、
七
月
に
入
っ
て
日
蝕
が
あ
っ
た
こ
と
、
天
皇
の
行
幸
、
十
日
に
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
学
士
の
優
遇
策
の
こ
と
。
こ
の
な
か
で
は
五
月
に
お
こ
っ
た
参
河
国
の
地
震
に
つ
い
て
は
被
害
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
七
月
の
ほ
う
で
は
、
た
だ
日
付
（
己
丑
）
と
「
地
震
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
を
は
じ
め
六
国
史
に
お
け
る
地
震
の
記
事
は
、
こ
の
よ
う
に
た
だ
「
地
震
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
総
索
引
』
を
用
い
て
、
雨
、
風
、
旱
を
数
え
て
み
る
と
、「
雨
」
の
記
述
は
九
〇
件
、
雨
と
は
別
に
「
霖
雨
」
が
一
二
件
あ
り
、
合
計
一
〇
二
件
と
な
る
。「
風
」
は
六
〇
件
、
「
旱
」
は
六
五
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
被
害
状
況
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
こ
の
引
用
部
分
の
よ
う
に
、
詔
の
な
か
で
出
て
く
る
こ
と
も
多
い
。
雨
・
霖
雨
で
は
二
四
件
で
約
四
分
の
一
、
旱
で
は
二
四
件
で
三
分
の
一
以
上
が
詔
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
の
よ
う
に
、
地
震
、
雨
、
旱
が
同
じ
と
こ
ろ
で
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
雨
や
旱
の
ほ
う
が
重
大
な
こ
と
と
し
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
雨
に
関
す
る
記
述
の
部
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
【
七
】
続
日
本
紀
巻
第
一
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
年
）
四
月
│
五
月
○
戊
午
、
奉
二
馬
于
芳
野
水
分
峯
神
一
。
祈
レ
雨
也
。
○
五
月
庚
申
朔
、
諸
国
旱
。
因
奉
二
幣
帛
于
諸
社
一
。
○
甲
子
、
遣
二
使
于
京
畿
一
、
祈
二
雨
於
名
山
大
川
一
。
○
乙
亥
、
遣
二
使
于
諸
国
一
、
巡
二│
監
田
疇
一
。
○
甲
申
、
令
三
大
宰
府
繕
二│
治
大
野
・
基
肄
・
鞠
智
三
城
一
。
○
六
月
丙
申
、
近
江
国
献
二
白
樊
石
一
。
○
壬
寅
、
越
後
国
蝦
狄
献
二
方
物
一
。
○
丙
辰
、
奉
二
馬
于
諸
社
一
。
祈
レ
雨
也
。
よ
し
の
の
み
く
ま
り
の
み
ね
の
か
み
た
て
ま
つ
こ
く
に
ぐ
に
○
戊
午
、
馬
を
芳
野
水
分
峯
神
に
奉
る
。
雨
を
祈
へ
れ
ば
な
り
。
○
五
月
庚
申
の
朔
、
諸
国
ひ
で
り
よ
り
み
て
ぐ
ら
も
ろ
も
ろ
の
や
し
ろ
つ
か
ひ
け
い
き
め
い
さ
ん
た
い
せ
ん
こ
旱
す
。
因
て
幣
帛
を
諸
社
に
奉
る
。
○
甲
子
、
使
を
京
畿
に
遣
し
て
、
雨
を
名
山
大
川
に
祈
で
ん
ち
う
め
ぐ
み
だ
い
さ
い
ふ
は
し
む
。
○
乙
亥
、
使
を
諸
国
に
遣
り
て
、
田
疇
を
巡
り
監
し
む
。
○
甲
申
、
大
宰
府
を
し
て
お
ほ
の
き
い
く
く
ち
つ
く
ろ
ち
か
つ
あ
ふ
み
び
や
く
ば
ん
し
や
く
た
て
ま
つ
大
野
・
基
肄
・
鞠
智
の
三
城
を
繕
治
は
し
む
。
○
六
月
丙
申
、
近
江
国
、
白
樊
石
を
献
る
。
○
原田 隆司：地震を記すということ（５）
こ
し
の
み
ち
の
し
り
え
み
し
は
う
ぶ
つ
壬
寅
、
越
後
国
の
蝦
狄
、
方
物
を
献
る
。
○
丙
辰
、
馬
を
諸
社
に
奉
る
。
雨
を
祈
へ
れ
ば
な
り
。
よ
し
の
の
み
く
ま
り
戊
午
（
四
月
二
九
日
）。
朝
廷
は
芳
野
水
分
の
峯
の
神
に
馬
を
奉
っ
た
。
雨
が
降
る
よ
う
に
か
ん
み
て
ぐ
ら
祈
る
た
め
で
あ
る
。
五
月
庚
申
の
朔
、
諸
国
に
旱
害
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
で
幣
帛
を
諸
国
の
神
社
に
奉
っ
た
。
甲
子
（
五
日
）。
使
を
京
と
畿
内
に
遣
わ
し
、
雨
が
降
る
よ
う
に
名
山
と
大
川
に
祈
っ
た
。
乙
亥
（
十
六
日
）。
使
を
諸
国
に
遣
わ
し
、
田
や
畑
を
巡
視
さ
せ
た
。
甲
申
（
二
き
い
く
く
ち
十
五
日
）。
大
宰
府
に
命
じ
て
、
大
野
・
基
肄
・
鞠
智
の
三
城
を
修
理
さ
せ
た
。
六
月
丙
申
び
や
く
ば
ん
（
八
日
）、
近
江
国
が
白
樊
石
（
明
礬
の
鉱
石
）
を
献
上
し
た
。
壬
寅
（
十
四
日
）、
越
後
国
の
え
み
し
蝦
狄
が
土
地
の
産
物
を
献
上
し
た
。
丙
辰
（
二
十
八
日
）。
馬
を
諸
神
社
に
奉
っ
た
。
雨
が
降
る
よ
う
に
祈
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雨
の
記
述
は
随
所
に
記
さ
れ
て
お
り
、
た
い
て
い
の
場
合
、
同
じ
箇
所
に
は
旱
も
記
さ
れ
て
い
る
。
人
事
や
地
方
の
こ
と
、
献
上
の
品
々
、
遣
唐
使
や
渤
海
か
ら
の
使
節
の
来
訪
、
天
皇
の
行
幸
、
ま
た
各
種
の
儀
礼
の
こ
と
な
ど
と
並
ん
で
、
旱
、
雨
、
風
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
編
年
体
の
記
述
の
な
か
で
、
季
節
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
頻
繁
に
出
て
く
る
。
（
一
│
四
）
災
異
と
し
て
の
地
震
│
『
日
本
後
紀
』
よ
り
六
国
史
に
お
い
て
、
旱
、
雨
、
風
の
こ
と
が
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
『
続
日
本
紀
』
か
ら
引
用
し
て
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
詔
と
い
う
天
皇
の
こ
と
ば
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
六
国
史
の
な
か
で
『
続
日
本
紀
』
の
次
に
纏
め
ら
れ
た
の
は
『
日
本
後
紀
』
で
あ
る
。
七
九
一
年
か
ら
八
三
三
年
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
二
十
四
の
弘
仁
五
年
八
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
詔
が
あ
る
。
【
八
】
日
本
後
紀
巻
第
二
十
四
弘
仁
五
年
（
八
一
四
年
）
八
月
壬
申
、
詔
曰
、
朕
恭
踐
二
天
位
一
、
纂
承
二
洪
基
一
、
吁
食
宵
衣
、
星
琯
頻
改
、
雖
三
躬
居
二
紫
極
一
、
而
心
遍
二
黎
民
一
。
庶
齊
二
七
政
一
、
以
無
二
水
旱
之
災
一
、
勸
二
九
農
一
、
以
有
二
仁
壽
之
喜
一
、
頃
年
以
降
、
春
耕
候
レ
花
、
不
レ
愆
二
濯
枝
之
潤
一
、
秋
稼
垂
レ
穎
、
可
レ
餘
二
栖
畝
之
粮
一
、
是
則
神
靈
降
レ
祥
、
佛
子
修
レ
善
之
所
致
也
、
朕
思
下
膺
二
斯
嘉
 
一
、
寄
二
中
實
於
百
神
一
、
欣
二
彼
豐
稔
一
、
報
中
勤
勞
於
萬
姓
上
、
宜
下
委
二
天
下
國
宰
一
、
明
加
二
檢
校
一
、
奉
中
官
社
幣
帛
上
、
竝
施
下│
給
高
年
僧
及
耆
老
・
鰥
寡
孤
獨
不
レ
能
二
自
存
一
者
上
、
各
有
二
等
級
一
、
務
在
二
賙
給
一
、
稱
二
朕
意
一
焉
。
ち
ん
つ
つ
し
て
ん
い
ふ
つ
こ
う
き
う
か
ん
し
よ
く
し
よ
う
い
壬
申
。
詔
し
て
曰
わ
く
、「
朕
恭
み
て
天
位
を
践
み
、
纂
ぎ
て
洪
基
を
承
く
。
吁
食
宵
衣
し
せ
い
か
ん
あ
ら
た
ま
み
し
き
よ
く
お
い
え
ど
れ
い
み
ん
あ
ま
ね
こ
い
ね
が
し
ち
せ
い
て
、
星
琯
頻
り
に
改
る
。
躬
紫
極
に
居
る
と
雖
も
、
心
黎
民
に
遍
く
す
。
庶
わ
く
は
、
七
政
を
と
と
の
す
い
か
ん
わ
ざ
わ
い
き
ゆ
う
の
う
す
す
じ
ん
じ
ゆ
と
し
ご
ろ
斉
え
て
、
以
て
水
旱
の
災
無
く
、
九
農
を
勧
め
て
、
以
て
仁
寿
の
喜
有
ら
ん
こ
と
を
。
頃
年
よ
こ
の
か
た
し
ゆ
ん
こ
う
ま
た
く
し
う
る
お
い
あ
や
ま
し
ゆ
う
か
ほ
た
せ
い
ほ
ろ
う
あ
ま
り
以
降
、
春
耕
花
を
候
ち
て
、
濯
枝
の
潤
を
愆
た
ず
、
秋
稼
穎
を
垂
れ
て
、
栖
畝
の
粮
を
余
す
こ
し
ん
れ
い
し
よ
う
く
だ
ぶ
つ
し
ぜ
ん
お
さ
し
よ
ち
こ
か
き
よ
う
可
し
。
是
れ
則
ち
神
霊
の
祥
を
降
し
て
、
仏
子
の
善
を
修
む
る
の
所
致
な
り
。
朕
斯
の
嘉
 
に
あ
た
ち
ゆ
う
じ
つ
ひ
や
く
し
ん
よ
か
ほ
う
ね
ん
よ
ろ
こ
き
ん
ろ
う
ば
ん
せ
い
む
く
膺
り
て
、
中
実
を
百
神
に
寄
せ
、
彼
の
豊
稔
を
欣
び
て
、
勤
労
を
万
姓
に
報
い
ん
こ
と
を
思
こ
く
さ
い
ゆ
だ
あ
き
ら
け
ん
ぎ
よ
う
か
ん
し
や
へ
い
は
く
た
て
ま
つ
な
ら
う
。
宜
し
く
天
下
の
国
宰
に
委
ね
て
、
明
か
に
検
校
を
加
え
、
官
社
に
幣
帛
を
奉
る
べ
し
。
並
こ
う
ね
ん
そ
う
に
き
ろ
う
か
ん
か
こ
ど
く
じ
そ
ん
あ
た
し
き
ゆ
う
び
に
高
年
の
僧
尼
及
び
耆
老
・
鰥
寡
孤
独
の
自
存
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者
に
施
給
す
る
こ
と
、
お
の
お
の
と
う
き
ゆ
う
つ
と
し
ゆ
う
き
ゆ
う
し
よ
う
各
等
級
有
れ
。
務
め
て
賙
給
に
在
れ
。
朕
が
意
を
称
せ
し
め
よ
」
と
。
壬
申
天
皇
が
次
の
よ
う
に
詔
り
し
た
。
ち
ん
つ
朕
は
謹
ん
で
皇
位
に
即
き
、
天
皇
と
し
て
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
政
務
に
励
ん
で
年
月
を
経
し
ち
せ
い
た
。
身
は
宮
中
に
あ
っ
て
も
、
心
は
広
く
人
民
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。
七
政
（
七
つ
の
政
治
よ
り
ど
こ
ろ
す
い
か
ん
き
ゆ
う
の
う
の
拠
所
）
を
と
と
の
え
て
水
旱
の
災
害
が
な
く
、
九
農
（
古
代
中
国
の
農
業
に
関
係
す
る
九
つ
こ
く
し
じ
ん
じ
ゆ
じ
ん
と
く
の
官
職
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
国
司
）
を
励
ま
し
て
仁
寿
（
仁
徳
と
長
寿
）
の
喜
び
が
得
ら
れ
る
し
ゆ
ん
こ
う
こ
と
を
願
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
年
来
春
耕
が
始
ま
り
、
開
花
の
時
期
を
待
っ
て
あ
り
が
た
い
い
な
ほ
う
ね
ま
雨
が
降
り
、
秋
に
は
稲
穂
が
垂
れ
て
、
収
穫
し
き
れ
ず
、
畝
間
に
穀
物
を
残
し
て
い
る
ほ
ど
で
く
だ
あ
る
。
こ
れ
は
神
霊
が
幸
い
を
降
し
、
僧
侶
が
修
善
を
し
て
く
れ
た
結
果
で
あ
る
。
朕
は
こ
の
喜
ば
し
い
賜
物
を
得
た
こ
と
で
、
神
々
に
真
心
を
捧
げ
、
豊
作
を
喜
ん
で
天
下
の
万
民
の
勤
労
か
ん
し
や
ほ
う
べ
い
そ
う
に
に
報
い
よ
う
と
思
う
。
そ
こ
で
、
国
司
の
監
督
下
で
、
官
社
に
奉
幣
し
、
併
せ
て
高
年
の
僧
尼
か
ん
か
こ
ど
く
お
よ
び
六
十
一
歳
以
上
の
老
人
、
鰥
・
寡
・
孤
・
独
で
自
活
不
能
者
に
等
級
を
つ
け
て
物
を
せ
き
ゆ
う
た
た
施
給
せ
よ
。
あ
ま
ね
く
支
給
す
る
こ
と
に
心
が
け
よ
。
そ
し
て
、
朕
の
意
を
称
え
さ
せ
よ
。
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
【
五
】【
六
】【
七
】【
八
】
の
記
載
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
六
国
史
に
お
け
る
「
災
異
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
災
異
は
「
祥
瑞
」
と
対
の
も
の
で
、
早
川
庄
八
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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こ
う
て
ん
﹈
地
上
の
本
来
の
、
そ
し
て
真
の
統
治
者
は
、
宇
宙
の
統
治
者
で
あ
る
天
帝
す
な
わ
ち
昊
天
上
帝
で
あ
る
。
だ
が
人
に
非
ざ
る
天
帝
が
地
上
を
現
実
に
統
治
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
地
上
の
だ
れ
か
に
そ
の
統
治
を
委
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
天
帝
の
命
令
す
な
わ
ち
天
命
が
く
だ
る
。
天
命
を
く
だ
さ
れ
た
者
は
こ
れ
を
受
け
て
、
す
な
わ
ち
受
命
し
て
、
天
子
と
し
て
地
上
を
統
治
す
る
。
受
命
者
と
な
り
天
子
と
な
り
う
る
唯
一
最
大
の
条
件
は
、
そ
の
者
に
徳
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
徳
の
君
主
と
し
て
、
徳
を
以
て
人
民
を
統
治
す
る
能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
天
子
は
常
に
天
帝
を
祀
り
、
天
帝
の
意
志
を
聞
き
、
有
徳
の
君
主
た
る
べ
く
努
力
す
る
。
も
し
天
子
が
徳
を
以
て
統
治
し
、
そ
れ
が
天
帝
の
意
志
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
帝
は
そ
の
徳
を
め
で
て
、
地
上
に
め
で
た
い
し
る
し
を
も
ら
た
す
。
す
な
わ
ち
祥
瑞
で
あ
る
。
ま
た
も
し
天
子
が
徳
に
欠
け
、
そ
の
統
治
が
天
帝
の
意
志
に
反
す
る
な
ら
ば
、
天
帝
は
そ
の
不
徳
を
責
め
て
地
上
に
わ
ざ
わ
い
を
も
ら
た
す
。
す
な
わ
ち
災
異
で
あ
る
（
早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
六
三
）。
お
ん
み
よ
う
ど
う
村
山
修
一
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
道
と
は
、「
古
代
中
国
に
起
っ
た
陰
陽
五
行
説
を
中
心
と
す
る
思
想
と
そ
れ
に
基
づ
く
諸
技
術
を
さ
す
も
の
で
、
日
月
星
辰
の
運
行
・
位
置
を
考
え
、
相
生
相
克
の
理
に
よ
り
吉
凶
を
判
じ
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
や
行
動
の
指
針
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
お
も
な
目
的
が
あ
る
」（
村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』、
四
）。
こ
こ
に
あ
げ
た
早
川
の
説
明
の
よ
う
に
「
天
」
と
「
人
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
「
天
人
相
関
思
想
」
も
陰
陽
道
の
考
え
方
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
祥
瑞
と
し
て
出
て
く
る
も
の
は
、（
一
つ
の
茎
か
ら
い
く
つ
も
花
が
咲
い
て
い
る
）
嘉
蓮
、（
別
の
木
同
士
、
別
の
枝
同
士
の
先
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
）
木
連
理
、
白
鳩
、
白
雉
、
白
燕
、
白
鼠
、
白
雀
、
白
烏
、
赤
烏
、
白
狐
、
慶
雲
、
甘
露
な
ど
で
、
各
地
か
ら
朝
廷
に
「
瑞
奏
」
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
一
方
、
災
異
は
、
た
と
え
ば
文
武
天
皇
の
時
代
で
は
「
日
蝕
は
じ
め
大
風
、
旱
魃
・
飢
饉
な
ど
異
常
気
象
・
農
耕
不
作
が
主
に
な
っ
て
」
お
り
、
後
の
聖
武
天
皇
の
時
代
で
は
「
日
蝕
、
太
白
、
熒
惑
両
星
に
関
す
る
天
文
の
変
、
地
震
・
山
火
事
・
暴
⑵
風
雨
・
疫
病
流
行
」
な
ど
で
あ
る
（
同
上
書
、
五
四
│
五
八
）。「
太
白
」
は
金
星
、「
熒
惑
」
は
⑶
火
星
で
あ
る
。
な
お
、
六
国
史
が
編
纂
で
き
た
の
は
、
当
時
の
朝
廷
や
地
方
の
国
々
で
日
々
の
出
来
事
が
記
録
さ
れ
整
理
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
規
定
で
あ
る
「
公
式
令
」
に
は
「
国
有
瑞
条
」
と
呼
ば
れ
る
規
定
が
あ
り
、
諸
国
が
飛
駅
を
発
し
て
中
央
に
報
告
す
べ
き
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。「
凡
そ
国
に
大
瑞
及
び
軍
機
、
災
異
、
疫
疾
、
境
の
他
の
消
息
有
ら
ば
、
各
使
を
遣
り
て
、
馳
駅
し
て
申
上
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
井
上
光
貞
他
『
律
令
』
三
九
四
│
三
九
五
）。
松
本
卓
也
は
、
こ
の
規
定
で
報
告
す
べ
き
「
災
異
」
に
つ
い
て
、「
水
旱
・
地
震
等
の
い
わ
ゆ
る
実
害
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
異
常
現
象
も
含
む
の
か
」
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
あ
い
だ
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、「
実
例
を
六
国
史
に
求
め
る
か
ぎ
り
、
異
常
現
象
も
即
時
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
松
本
卓
也
「
律
令
国
家
に
お
け
る
⑷
災
異
思
想
」
一
四
九
│
一
五
〇
）。
も
ち
ろ
ん
「
祥
瑞
は
天
子
の
徳
に
天
が
呼
応
し
て
現
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
改
元
や
即
位
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
環
と
し
て
人
為
的
に
仕
組
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
」（
渡
辺
晃
宏
『
平
城
京
と
木
簡
の
世
紀
』
一
三
一
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
先
に
み
た
よ
う
に
、
六
国
史
が
「
正
史
」
と
し
て
時
間
を
か
け
て
撰
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
災
異
も
祥
瑞
も
記
述
全
体
が
ひ
と
⑸
つ
の
世
界
観
を
な
す
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
、
ま
つ
り
ご
と
こ
こ
ま
で
、
六
国
史
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』
の
記
述
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
「
正
史
」
と
し
て
、
後
代
の
朝
廷
の
命
に
よ
り
時
間
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
。
詔
と
い
う
天
皇
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
青
木
和
夫
は
、
当
時
の
意
志
決
定
の
方
法
に
関
連
づ
け
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
さ
い
し
ま
つ
り
ご
と
（
政
治
）
と
い
う
日
本
語
は
本
来
祭
祀
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ま
つ
り
ご
と
の
政
治
と
い
う
側
面
で
は
、
皇
太
子
や
大
臣
な
ど
補
佐
す
る
者
が
つ
ね
に
い
る
の
が
ふ
つ
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
八
世
紀
の
律
令
体
制
で
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
が
、
太
政
官
首
脳
部
の
会
議
で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
左
・
右
大
臣
ら
が
議
長
と
な
り
、
大
・
中
納
言
や
参
議
ら
十
人
前
後
の
会
議
で
決
定
し
た
こ
と
を
、
天
皇
に
奏
上
し
、
裁
可
を
を
あ
お
ぐ
と
い
う
手
続
き
を
く
し
き
り
よ
う
ろ
ん
そ
う
そ
う
じ
び
ん
そ
う
ふ
む
。
そ
の
結
果
は
公
式
令
で
論
奏
・
奏
事
・
便
奏
な
ど
と
よ
ん
で
い
る
諸
書
式
に
よ
っ
て
公
原田 隆司：地震を記すということ（７）
示
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
ふ
ん
で
も
、
結
局
は
天
皇
の
大
命
と
し
て
、
日
本
じ
ゅ
う
に
伝
え
ら
れ
る
（
青
木
和
夫
『
奈
良
の
都
（
日
本
の
歴
史
３
）』
一
一
九
│
一
二
〇
）。
雨
や
旱
、
風
の
記
述
の
多
く
が
、
こ
の
詔
の
な
か
で
の
記
述
で
あ
り
、
日
本
じ
ゅ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
は
農
業
が
社
会
の
基
盤
を
構
成
し
て
い
た
。
毎
年
の
稲
の
実
り
具
合
が
人
々
と
国
家
の
両
方
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
は
ん
で
ん
し
ゆ
う
じ
ゆ
国
民
が
水
稲
耕
作
に
た
よ
ら
ね
ば
生
活
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
耕
地
を
保
証
す
る
班
田
収
授
制
度
が
必
要
に
な
る
。
班
田
制
が
お
こ
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
祖
・
調
・
庸
な
ど
を
取
り
た
て
て
国
家
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
上
書
、
三
一
）。
こ
の
水
稲
耕
作
は
、
春
夏
秋
冬
の
季
節
と
と
も
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
農
家
の
一
年
は
、
今
年
の
豊
作
を
祈
る
春
の
祭
で
始
ま
る
。（
中
略
）
近
郷
近
在
の
人
々
が
酒
食
を
持
っ
て
集
ま
り
、
田
の
神
を
は
じ
め
、
も
ろ
も
ろ
の
神
を
祭
る
。（
中
略
）
近
ご
ろ
朝
廷
か
ら
と
ど
い
た
法
令
も
、
こ
う
い
う
機
会
に
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。
朝
廷
で
は
、
二
月
中
旬
に
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
伊
勢
神
宮
へ
勅
使
を
派
し
て
、
祈
年
祭
を
執
行
す
る
。
（
中
略
）﹇
秋
の
﹈
収
穫
の
後
に
は
、
春
の
祭
り
と
同
じ
よ
う
な
、
神
に
た
い
す
る
感
謝
の
祭
か
ん
な
め
あ
い
な
め
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
朝
廷
で
は
、
九
月
に
神
嘗
祭
の
勅
使
を
伊
勢
に
送
り
、
十
一
月
に
は
相
嘗
祭
の
た
め
に
、
大
和
や
紀
伊
の
大
き
な
神
社
か
ら
神
主
た
ち
が
神
祇
官
へ
幣
帛
を
受
取
り
に
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
同
上
書
、
二
四
四
│
二
四
七
）。
「
春
耕
候
花
。
不
愆
濯
枝
之
潤
。
秋
稼
垂
穎
」
と
『
日
本
後
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開
花
の
時
期
に
雨
が
降
り
、
秋
に
稲
を
収
穫
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
べ
き
の
日
常
の
姿
で
あ
っ
た
。「
水
旱
之
災
」
が
な
く
豊
作
に
な
る
よ
う
に
祈
る
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
雨
は
、
農
業
と
い
う
一
番
の
生
産
活
動
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
つ
り
ご
と
の
記
録
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
六
国
史
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
雨
、
旱
、
風
は
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
災
異
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
し
て
も
、
現
代
の
私
た
ち
が
読
ん
だ
と
き
に
、
そ
れ
ら
は
実
際
に
発
生
し
た
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
具
体
的
な
被
害
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
当
時
の
社
会
の
あ
り
か
た
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
朝
廷
が
保
存
し
て
い
た
様
々
な
史
料
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
て
構
成
さ
れ
、
勅
撰
の
正
史
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
六
国
史
に
は
、
旱
や
雨
、
風
の
こ
と
が
、
季
節
の
め
ぐ
り
に
合
わ
な
い
場
合
に
、
幾
度
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詔
の
な
か
で
も
、
旱
、
雨
、
風
は
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。
三
、
発
生
・
被
害
・
災
異
│
地
震
の
多
面
的
記
述
さ
て
、
地
震
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ま
ず
民
俗
学
の
吉
野
裕
子
は
、
地
震
と
鯰
の
結
び
つ
き
を
述
べ
、
鯰
が
陰
陽
五
行
の
「
五
黄
土
気
」
に
あ
た
る
の
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
実
は
、
五
黄
土
気
は
地
震
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
破
壊
・
荒
廃
・
死
滅
な
ど
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
震
そ
の
も
の
を
表
象
す
る
も
の
で
は
な
い
。
天
の
鳴
動
が
「
雷
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
地
の
震
動
が
「
地
震
」
で
あ
る
。
地
震
の
本
質
は
「
振
動
」「
震
」
で
あ
っ
て
、
破
壊
・
荒
廃
は
そ
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
（
吉
野
裕
子
『
陰
陽
五
行
と
日
本
の
民
俗
』
一
一
七
）。
古
代
の
日
本
に
お
い
て
、
大
地
が
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
破
壊
は
、
区
別
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
雷
と
い
う
天
の
鳴
動
と
地
震
と
い
う
大
地
の
震
動
と
い
う
対
照
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
震
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し
も
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
旱
、
雨
、
風
な
ど
と
は
異
な
り
、
地
震
の
記
述
は
季
節
の
め
ぐ
り
と
は
関
係
な
く
出
て
き
て
い
る
。
詔
に
記
さ
れ
て
い
る
件
数
も
少
な
い
。
本
稿
の
【
五
】【
六
】
の
よ
う
に
、
大
き
な
被
害
を
出
し
た
地
震
は
、
そ
の
被
害
の
詳
細
と
共
に
、
そ
の
後
の
朝
廷
の
対
応
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
た
り
、
直
後
⑹
の
詔
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
記
述
の
例
は
少
な
く
、
多
く
の
場
合
、
甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月） （８）
な
ゐ
ふ
る
た
だ
「
地
震
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
地
震
は
災
異
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
理
解
は
簡
単
で
あ
る
が
、
現
在
の
私
た
ち
が
読
ん
で
み
る
と
、
地
震
と
い
う
も
の
が
、
雨
や
旱
や
風
と
は
違
っ
た
ふ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
震
と
は
、
ま
ず
、
大
地
が
振
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
い
で
、
天
の
意
志
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
時
と
し
て
大
き
な
被
害
を
生
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
地
震
の
三
つ
の
側
面
が
、
奈
良
時
代
の
正
史
に
は
、
ま
つ
り
ご
と
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
⑺
て
記
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
国
と
災
厄
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
松
左
京
（
一
九
三
一
│
二
〇
一
一
）
は
『
日
本
沈
没
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
台
風
国
で
あ
り
、
地
震
国
で
あ
り
、
大
雨
も
降
れ
ば
大
雪
も
降
る
と
い
う
、
こ
の
小
さ
な
、
ご
た
ご
た
し
た
国
で
は
、
自
然
災
害
と
の
闘
い
は
、
伝
統
的
に
政
治
の
重
要
な
部
分
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
多
少
不
運
な
天
災
が
重
な
っ
て
も
、
復
旧
は
き
わ
め
て
す
み
や
か
で
活
発
に
行
な
わ
れ
、
国
民
の
中
に
、
災
害
の
た
び
に
こ
れ
を
の
り
越
え
て
進
む
、
異
国
人
か
ら
見
つ
ち
か
れ
ば
異
様
に
さ
え
見
え
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
歴
史
的
に
培
わ
れ
て
お
り
、
日
本
は
あ
る
意
味
で
は
、
震
災
や
戦
災
や
、
と
に
か
く
大
災
厄
の
た
び
に
面
目
一
新
し
、
大
き
く
前
進
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。
│
│
災
厄
は
、
何
事
に
つ
け
て
も
、
新
旧
の
ラ
ジ
カ
ル
な
衝
突
を
い
や
が
る
傾
向
に
あ
る
こ
の
国
に
と
っ
て
、
む
し
ろ
人
為
的
に
で
な
く
、
古
い
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
を
地
上
か
ら
一
掃
す
る
天
の
配
剤
と
し
て
、
う
け
と
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
ふ 
し 
が
あ
る
（
小
松
左
京
『
日
本
沈
没
』
上
、
一
五
三
│
一
五
四
）。
六
国
史
を
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
指
摘
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
「
自
然
災
害
と
の
闘
い
」
と
い
う
と
、「
震
災
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
稀
な
大
き
な
地
震
の
み
が
該
当
す
る
の
で
、
や
や
限
定
的
に
す
ぎ
る
。
よ
り
広
く
、
季
節
の
め
ぐ
り
に
合
わ
な
い
雨
や
旱
、
風
、
あ
る
い
は
被
害
を
伴
わ
な
い
地
震
な
ど
の
「
災
異
」
が
更
に
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
も
し
も
生
じ
た
際
に
は
拡
大
を
防
止
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
被
害
に
対
応
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
六
国
史
の
記
述
を
考
察
す
る
限
り
に
お
い
て
、
雨
、
旱
、
風
、
な
ゐ
ふ
る
そ
し
て
た
だ
「
地
震
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
地
震
と
い
う
も
の
は
、
ま
つ
り
ご
と
が
、
い
わ
ば
年
中
、
幾
度
も
意
識
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
ら
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
地
震
は
、
季
節
の
め
ぐ
り
を
越
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
、「
風
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。
【
九
】
続
日
本
紀
巻
十
九
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
年
）
九
月
壬
寅
、
摂
津
国
御
津
村
、
南
風
大
吹
、
潮
水
暴
溢
、
壊
二│
損
廬
舎
一
百
十
餘
区
一
。
漂
二│
没
百
姓
五
百
六
十
餘
人
一
。
並
加
二
賑
恤
一
。
仍
追
二
海
浜
居
民
一
、
遷
二│
置
於
京
中
空
地
一
。
つ
み
つ
み
な
み
か
ぜ
お
ほ
ふ
う
し
ほ
に
は
か
あ
ふ
い
ほ
や
壬
寅
、
摂
津
国
御
津
村
に
南
風
大
き
に
吹
き
、
潮
水
暴
に
溢
れ
て
、
廬
舎
一
百
十
餘
区
を
こ
ほ
そ
こ
な
は
く
せ
い
へ
う
ぼ
つ
な
ら
び
し
ん
じ
ゆ
つ
く
は
よ
り
か
い
ひ
ん
す
た
み
め
壊
ち
損
ひ
、
百
姓
五
百
六
十
餘
人
を
漂
没
す
。
並
に
賑
恤
を
加
ふ
。
仍
て
海
浜
に
居
む
民
を
追
き
や
う
ち
う
あ
と
こ
ろ
う
つ
お
し
て
、
京
中
の
空
き
た
る
地
に
遷
し
置
く
。
せ
つ
つ
み
つ
壬
寅
（
五
日
）。
摂
津
国
の
御
津
村
で
は
、
南
風
が
大
い
に
吹
い
た
た
め
海
水
が
に
わ
か
に
陸
地
に
押
し
寄
せ
、
家
屋
百
十
余
ヵ
所
が
壊
れ
損
じ
、
人
民
五
百
六
十
余
人
が
流
さ
れ
沈
ん
だ
。（
そ
こ
で
被
害
を
う
け
た
者
に
）
そ
れ
ぞ
れ
物
を
め
ぐ
み
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
浜
う
つ
に
居
住
す
る
人
民
を
召
し
て
京
中
（
難
波
京
で
あ
ろ
う
）
の
空
地
に
遷
し
住
ま
わ
せ
た
。
浸
水
し
た
海
岸
部
の
人
た
ち
を
都
に
移
住
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
遷
し
住
ま
わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、「
異
様
に
さ
え
見
え
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
」
を
上
回
る
合
理
的
な
判
断
と
も
い
え
る
。『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
々
に
伝
え
る
べ
く
収
録
さ
れ
た
記
事
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
風
も
潮
も
、
災
異
と
し
て
よ
り
は
、
具
体
的
な
被
害
を
生
じ
た
こ
と
と
し
て
き
わ
め
て
冷
静
に
記
さ
れ
て
い
る
。
六
国
史
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
た
正
史
に
お
い
て
、
季
節
の
め
ぐ
り
に
合
わ
な
い
雨
、
旱
、
風
、
そ
し
な
ゐ
ふ
る
て
「
地
震
」
と
記
す
だ
け
の
地
震
が
頻
繁
に
記
さ
れ
て
い
た
。『
続
日
本
紀
』
に
は
、
稲
作
に
直
結
す
る
雨
と
ほ
ぼ
同
じ
回
数
、「
地
震
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
つ
り
ご
と
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
ら
を
、
ど
れ
ほ
ど
強
く
意
識
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
震
は
、
六
国
史
と
い
う
編
年
体
の
正
史
に
お
い
て
は
、
雨
や
旱
、
風
な
ど
の
よ
う
に
一
年
の
季
節
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ま
つ
り
ご
と
の
集
約
と
し
て
の
詔
の
な
か
で
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
大
半
は
地
震
が
発
生
し
た
と
の
み
原田 隆司：地震を記すということ（９）
記
さ
れ
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
実
際
に
起
こ
っ
た
地
震
、
誰
か
が
気
づ
い
た
地
震
、
多
く
の
人
び
と
が
感
じ
た
地
震
、
朝
廷
が
把
握
し
た
地
震
、
文
書
と
し
て
記
録
さ
れ
た
地
震
、
そ
し
て
発
生
し
な
か
っ
た
地
震
。
正
史
の
な
か
に
、
あ
る
も
の
は
記
さ
れ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
六
国
史
の
記
述
を
読
む
と
、
歳
月
を
重
ね
て
編
纂
さ
れ
た
編
年
体
の
漢
文
の
な
か
に
「
地
震
」
と
い
う
文
字
は
、
そ
れ
を
適
切
に
位
置
づ
け
る
文
脈
の
な
い
ま
ま
、
突
如
と
し
て
表
れ
る
。
た
だ
地
震
と
だ
け
記
さ
れ
た
も
の
も
、
被
害
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
も
、
い
ず
れ
も
文
脈
を
も
た
な
い
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
。そ
の
意
味
で
、
千
年
以
上
前
の
記
述
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
と
し
て
読
め
る
。
地
震
と
い
う
も
の
は
、
月
日
の
め
ぐ
り
に
は
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
の
あ
り
か
た
や
時
代
の
変
化
と
も
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
六
日
）
註⑴
本
文
中
の
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』
か
ら
の
引
用
は
、
漢
文
（
原
文
）、
読
み
下
し
文
、
現
代
語
訳
を
併
記
し
て
掲
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
漢
文
お
よ
び
読
み
下
し
文
）
（
現
代
語
訳
）
『
日
本
書
紀
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
『
続
日
本
紀
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
東
洋
文
庫
『
日
本
後
紀
』
訳
注
日
本
史
料
（
集
英
社
）
講
談
社
学
術
文
庫
な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
表
記
を
変
え
た
箇
所
が
あ
る
。
⑵
災
異
は
『
類
聚
国
史
』
と
い
う
史
料
の
範
疇
に
も
な
っ
て
い
る
。『
類
聚
国
史
』
は
、
六
国
史
の
驥
尾
で
あ
る
『
日
本
三
代
実
録
』
の
編
纂
を
手
が
け
た
菅
原
道
真
の
手
に
な
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
巻
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
遺
っ
て
い
る
の
は
本
文
六
一
巻
と
い
く
つ
か
の
逸
文
の
み
で
あ
る
。
各
巻
ご
と
に
部
門
と
そ
の
下
位
の
項
目
か
ら
な
り
、
各
項
目
ご
と
に
六
国
史
の
関
連
記
事
が
編
年
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
吉
岡
眞
之
に
よ
れ
ば
「
政
務
の
執
行
の
た
め
の
実
用
的
な
書
物
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
」。
様
々
な
史
料
を
も
と
に
し
て
、
全
体
の
構
成
を
復
原
す
る
と
、
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
、
神
祇
、
帝
王
、
皇
后
、
後
宮
、
東
宮
、
皇
親
、
人
、
歳
時
、
音
楽
、
賞
宴
、
奉
献
、
政
理
、
刑
法
、
職
官
、
文
部
、
田
地
、
祥
瑞
、
災
異
、
仏
道
、
風
俗
、
殊
俗
、
と
い
う
よ
う
な
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
﹇
吉
岡
、
九
七
﹈。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
六
国
史
の
記
事
を
分
類
し
た
際
の
範
疇
で
あ
り
、
六
国
史
の
す
べ
て
が
編
纂
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
編
纂
さ
れ
た
類
聚
国
史
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
震
を
含
む
災
異
と
、
そ
れ
と
対
に
さ
れ
て
い
る
祥
瑞
は
、
六
国
史
に
お
け
る
地
震
の
位
置
づ
け
を
示
す
も
の
と
な
る
。
⑶
こ
の
う
ち
、
同
じ
よ
う
に
天
文
異
変
と
さ
れ
て
い
て
も
、
最
大
の
天
変
と
考
え
ら
れ
て
い
た
日
蝕
と
他
の
現
象
と
で
は
、
制
度
的
な
処
理
の
仕
方
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
。
古
代
日
本
で
天
文
の
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
『
晋
書
』
天
文
志
中
と
い
う
文
献
に
よ
れ
ば
、
太
陽
は
君
主
の
象
徴
で
、「
日
食
は
陰
気
が
陽
気
を
侵
し
、
臣
の
力
が
君
主
を
圧
倒
す
る
こ
と
を
表
し
、
国
が
滅
亡
す
る
と
さ
れ
る
」（
細
井
浩
志
『
古
代
の
天
文
異
変
と
史
書
』、
九
五
│
九
六
）。
そ
こ
で
「
儀
制
令
」
と
い
う
規
定
に
は
「
日
蝕
の
時
は
百
官
が
本
司
を
守
っ
て
事
務
を
と
ら
ず
、
日
蝕
が
終
わ
っ
て
か
ら
退
朝
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
井
上
光
貞
他
『
律
令
』
三
四
五
）。「
本
司
」
と
は
、
所
属
す
る
官
庁
の
こ
と
で
あ
る
。
日
蝕
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
起
こ
る
八
日
前
に
は
、
歴
博
士
と
い
う
予
報
官
か
ら
陰
陽
寮
、
中
務
省
を
通
じ
て
予
報
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
平
安
時
代
の
暦
に
は
、
日
蝕
（
予
報
）
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
般
の
天
文
異
変
が
原
則
非
公
開
で
あ
る
の
と
比
較
し
て
日
蝕
に
つ
い
て
は
「
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
（
細
井
、
前
掲
書
、
九
六
）。
⑷
都
か
ら
離
れ
た
地
方
で
も
、
大
き
な
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
・
西
海
の
七
本
の
幹
線
道
路
を
用
い
て
、
駅
馬
に
よ
っ
て
朝
廷
に
伝
え
ら
れ
た
。
青
木
和
夫
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
幹
線
道
路
に
は
約
三
十
里
（
一
六
キ
ロ
）
間
隔
で
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
事
務
室
や
厩
舎
、
宿
泊
施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
「
大
路
」
つ
ま
り
山
陽
道
の
太
宰
府
ま
で
の
駅
に
は
二
十
匹
、「
中
路
」
で
あ
る
東
海
道
・
東
山
道
の
駅
に
は
一
〇
匹
、
他
の
四
道
で
あ
る
「
小
路
」
に
は
五
匹
の
馬
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
幹
線
道
路
を
利
用
し
て
、「
急
速
の
大
事
」
が
生
じ
た
場
合
、「
飛
駅
便
」
が
一
日
に
十
駅
以
上
の
早
さ
で
朝
廷
に
伝
え
た
。
馬
は
駅
毎
に
替
え
、
人
は
交
代
せ
ず
に
、
三
駅
ご
と
に
給
食
な
ど
の
接
待
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
計
算
す
れ
ば
、
八
世
紀
の
日
本
で
最
も
重
要
で
あ
っ
た
平
城
京
と
太
宰
府
を
結
ぶ
西
海
道
約
六
七
〇
キ
ロ
を
四
日
強
で
連
絡
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
青
木
は
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た
太
宰
府
を
中
心
と
し
た
藤
原
広
嗣
の
乱
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
い
る
が
、「
発
つ
時
刻
が
早
け
れ
ば
四
日
四
暁
、
遅
く
て
も
五
日
四
暁
で
連
絡
し
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
青
木
和
夫
『
日
本
律
令
国
家
論
攷
』
二
八
九
│
三
一
七
）。
⑸
漢
文
で
正
史
を
ま
と
め
る
こ
と
が
中
国
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
既
に
小
島
憲
之
が
『
上
代
日
本
文
學
と
中
国
文
學
』
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
榎
本
福
寿
は
『
日
本
書
紀
』
で
雨
や
風
な
ど
の
記
述
に
『
漢
書
』
な
ど
を
「
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
」
箇
所
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
榎
本
福
寿
「
日
本
書
紀
の
災
異
関
連
記
事
を
読
む
」）。
ま
た
、
中
国
（
唐
）
の
正
史
は
紀
年
体
で
あ
り
、
日
本
の
六
国
史
が
編
年
体
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
中
国
の
「
正
史
」
の
前
段
階
で
あ
る
「
実
録
」
に
該
当
す
る
と
い
う
（
神
野
藤
昭
夫
「
六
国
史
と
歴
史
の
手
法
」）。
な
お
、
六
国
史
に
お
い
て
、
個
別
の
旱
、
雨
、
風
や
地
震
な
ど
が
、
そ
の
時
に
お
こ
っ
た
「
自
然
現
象
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
政
治
的
な
文
脈
に
関
わ
る
「
災
異
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
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に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
（
東
野
浩
之
「
飛
鳥
奈
良
朝
の
祥
瑞
災
異
思
想
」、
榎
本
前
掲
論
文
な
ど
）。
歴
史
地
震
学
と
い
う
分
野
で
は
、
六
国
史
な
ど
の
歴
史
史
料
に
記
さ
れ
た
地
震
の
記
述
か
ら
、
過
去
に
発
生
し
た
地
震
を
探
る
研
究
も
増
え
て
い
る
。
⑹
西
村
虎
之
助
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
年
）
に
発
表
し
た
論
文
「
王
朝
時
代
の
地
震
と
そ
れ
に
対
す
る
思
想
」
で
、
中
国
と
日
本
の
正
史
に
お
け
る
地
震
の
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
地
震
の
後
に
朝
廷
が
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
じ
た
の
か
を
整
理
し
、
山
陵
使
、
検
看
神
社
使
、
検
地
震
使
の
派
遣
、
賑
恤
、
免
租
庸
調
、
恩
赦
の
六
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
後
に
荘
園
史
を
中
心
に
業
績
を
挙
げ
る
日
本
史
研
究
者
が
、
同
年
に
発
生
し
た
関
東
大
地
震
を
う
け
て
、
こ
う
し
た
論
文
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
六
国
史
な
ど
古
代
の
史
料
に
お
け
る
地
震
の
記
述
を
収
集
、
整
理
す
る
作
業
は
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
の
濃
尾
地
震
を
契
機
に
震
災
予
防
調
査
会
で
は
じ
ま
り
、
同
三
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
に
『
大
日
本
地
震
史
料
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
地
震
学
の
分
野
で
は
、
そ
の
後
も
増
補
さ
れ
た
史
料
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
過
去
の
地
震
に
関
す
る
史
料
を
参
照
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑺
註
⑶
で
紹
介
し
た
細
井
浩
志
『
古
代
の
天
文
異
変
と
史
書
』
で
は
、
地
震
に
つ
い
も
、
天
文
異
変
と
同
じ
く
、
記
録
が
保
管
さ
れ
、『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
地
震
記
述
は
、
編
纂
作
業
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
に
改
変
さ
れ
た
様
子
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
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How Earthquakes were Described in Official Documents of Ancient Japan :
A Sociological Study of the Earthquake（2）
HARADA Takashi
Abstract : This is the second part of a research project on a sociological study of the earthquake. In this paper,
I have focused on the descriptions of the earthquakes in Nihon shoki, Shoku nihongi, and Nihon koki. These are
the first three documents of Rikkokushi（Six National Histories）edited between 720 and 901 A. D. by Japanese
national government. They tell the birth-myth of the Japan and official events and ceremonies of Nara and He-
ian Periods as official history.
In these documents, rainfalls, droughts, heavy winds and earthquakes were written as some of the negative
signs to the government from heaven, in comparison with positive signs such as white pigeons, red crows and
lucky clouds. This comes from Saii-Zuisho（unfortune-fortunate）thought based on Chinese principles of yin and
yang.
Meanwhile, in ancient Japan, rice farming was a major industry. National government depended on the in-
come from farming people. So, emperors and empresses and officials were so keen to the rainfalls and
droughts, as they connected directly the harvest of each year, that special messengers were sent to the shrines
to pray rainfall and that emperors granted the amnesty. Moreover, we can find several descriptions about the
disasters caused by rainfalls, droughts and heavy earthquakes.
As a whole, we could conclude that earthquake was described, in national documents, as one of the ’natural’
phenomena involved directly in national politics in ancient Japan.
甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月） （１２）
